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【研究上の特記事項】

・ハンセン病医療の現場の厳しい条件下でも使用できる、簡便で迅速な血液診断法の開発のため
に様々な合成抗原を調整し、実用性をテストした。
・立体配座の計算ソフトamber10を用いて、NT-P-BSAの血清学的性状と抗NT-P-BSA単クロン抗
体DZ1やSF1の免疫活性と立体構造、立体配座との関係の詳細な解析を行なった。
・おうえんポリクリニック等の外部機関からのELISAによる抗PGL-I抗体価の測定依頼やブラジル等
海外の研究者からのNT-P-BSAの供給依頼に積極的に応じた。特に、おうえんポリクリニックとは
緊密な連携を計り、実際の治療等の支援とNT-P-BSAの新たな分野への応用について研究を進
めた。

【学内活動】
（学内職歴を含む）

教養部教務委員
卓球部顧問
幼稚園ボランティアサークル顧問

日本ハンセン病学会、日本農芸化学会、日本糖質学会、International Leprosy Association

合成糖鎖を利用したハンセン病の早期血清診断法の開発
合成糖鎖を利用した抗体の抗原認識機構の解明

・講義科目ではプリント資料を詳しく作り、学生の関心が持続するようビデオ等を多く取り入れた。
また、最近問題になっている話題をできるだけ多く扱うようにした。また、人間論VIIIではこの分野
の専門家による講演を行い、学生が最近の状況を具体的に知ることができるよう配慮した。
・実験を含む科目では、実験のために必要な下準備はできるだけ教員側でやっておくことで時間
的な余裕を確保し、受講生が落ち着いて実験する事ができるよう配慮した。化学の知識が不充分
な学生が多ので、できる限り実験マニュアルを詳細に作った上で繰り返し練習を行い、自信を持っ
て実習に取り組めるようにした。

講演：桜井市教養講座、演題　「ソフトエネルギー開発の現状と将来性」

糖類の生物有機化学、免疫化学
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・環境論II
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